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　流域の水の流動を把握するにあたり，同位体比はトレーサーとして有用である。降水中の水安定同位体比に

は高度効果などの特性が知られており，それは季節変動と地域性がある。少流域における地下水涵養域を推定

するにあたっては，より詳細な高度効果を把握するこが重要となってくる。 

 

　本研究では、琵琶湖の東西流域の地下水及び栄養塩類の流動を把握するにあたり、源流域における沢水の水

安定同位体比の高度効果の確認を行い，地下水涵養標高の推定を行った。 

 

　琵琶湖東側にある芹川上流域の採水は2017年7月，2017年12月，2018年8月に実施した。琵琶湖西側にあ

る安曇川・鵜川上流域の採水は2018年8月に実施した。 

 

　結果，東西ともに地下水は表流水より値が低く，かつ沢水には高度効果が確認でき，上流の水が地下水に寄

与していると推定できた。酸素安定同位体比の高度効果は，東側：0.15～0.13‰/100m，西側：0.15‰

/100m（安曇川上流域のみ）であった。また，既往研究の降水のd値は冬季27‰，夏季16‰であるのに対

し，2018年8月採水の安曇川上流域平均値は23‰，鵜川は18‰，芹川は20‰であり，各河川流域の特徴を示

していると考えられる。 

 

　これらを元に，地下水の涵養標高及び上流域の水の寄与率の推定を行った。

 
安定同位体比、高度効果、地下水涵養

stable isotope, altitude effect, groundwater recharge

 

AHW22-P14 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - AHW22-P14 -


